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なぜ神はイスラエルを
回復されているのか？ 

【神】である主はこう言われる。イスラエルの家よ。わたしが事
を行うのは、あなたがたのためではなく、・・・わたしの聖なる名
のためである。・・・ わたしはあなたがたを諸国の間から導き出

し、すべての国々から集め、あなたがたの地に連れて行く。
エゼキエル書36章22-24節

Issue 03 2024
2024年 第53号エベネゼル緊急基金



過去14年間、私はイスラエルに関する神の計
画を教えることに専念してきました。このメッ
セージを聞いて個人的な信仰が強まったと感
謝するクリスチャンたちと多く出会いました。

アリヤーのメッセージを教会に伝えるべきもう
一つの理由は、ユダヤ人を具体的に祝福する
方法を示すためです。創世記12章の古い約束

「イスラエルを祝福する者は祝福される」は、
今も変わらず有効です。神のことばが信者にと
っての糧であると信じ、神が子供たちに与えた
い豊かな糧を控えるなら、彼らは「幼児」のまま
かもしれません（ヘブル5:13）。

アリヤーについて教えないことは、神の御性質
についての理解が不足していることをも示し
ています。民数記23章19節では「神は人では
ないから、偽りを言うことがない。人の子では
ないから、悔いることがない。神が仰せられた
ら、実行されないだろうか。語られたら、成し遂
げられないだろうか。」と書かれています。

もし私たちがこれをイスラエルに当てはめて、
この地はもはやユダヤ人のものではなく、アブ
ラハム、イサク、ヤコブとの契約が無効だと主
張すれば、「神は嘘つきだ」と言うことになって
しまいます。これは本当に伝えられるべきメッ
セージなのでしょうか？

イスラエルの回復について語り、支援するもう
一つの理由は、神が全世界にご自身を示した

神はなぜイスラ
エルを回復され
るのか？

「良い知らせを伝える人の足は、山々の上に
あって、なんと美しいことか。平和を告げ知ら
せ、幸いな良い知らせを伝え、救いを告げ知
らせ、「あなたの神は王であられる」とシオン
に言う人の足は。」イザヤ書52章7節

教会にアリヤーのメッセージを伝えるため
に、まず私たちが考えるべきことは、なぜクリ
スチャンにイスラエル回復の教えを伝える必
要があるのかという点です。

最初に、聖書は私たちに警告しています。黙
示録22章18-19節において、神の啓示された
計画に加えたり、取り除いたりしないようにと
言われています。これは黙示録に限ったこと
ではなく、聖書全体に関することであり、神が
世界のために持つ計画を理解するには、まず
イスラエルに関する具体的な計画を理解す
る必要があるのです。

パウロはテモテへの手紙第一4章1節で、終わ
りの時に信者たちが惑わす霊や悪魔の教え
に惑わされ、信仰から離れると警告していま
す。キリスト教の中で最も有害な教えの一つ
は、「神はイスラエルとの関係を終え、教会に
置き換えた」というものです。神が約束したす
べてのことを100%実現されないと説くこと
は、不信の霊を植え付けることになります。す
べての神の約束が「はい」と「アーメン」であ
ると教えないならば、教会員が主への信頼と
希望を持って生きることを期待することはで
きません。

ヨハネス・バーテル
ヨーロッパ、FSU（旧ソビエト
連邦）およびイスラエルの地

域コーディネーター

国 際

写真
上と下：アウトリーチチー
ムがヨーロッパの教会で
分かち合っているところ
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た、信者の中にはイスラエルやユダヤ人を
神様よりも高い地位に置いてしまっている
人もいることの赦しを求めることができるで
しょう。イスラエルのことを教えたいという
強い願いによって、中にはイスラエルの地
やイスラエルの人々を偶像礼拝してしまっ
ている場合もあるのです。そのような人たち
は、ガラテヤ書ですでに述べられているよう
に、ユダヤ人ではない人をユダヤ教徒にし
ようとしたり、たとえば、割礼を受けるように
言ったり、聖書には書かれていない戒めや
儀式や律法に従わせようとしている人もい
るのです。

イスラエルへの神の計画を宣言する際に批
判を受けることも覚悟しなければなりませ
ん。私たちが反ユダヤ的なプロパガンダに
影響を受けた信者に公然と批判されること
もありますが、それでも真実を伝え続けるべ
きです。私たちは、謙虚であり、裁くような話
し方はすべきではありません。私たちは神
様が私たちのために用意してくださった働
きをするだけです。ですから私たちは何も押
し付ける必要はありません。忍耐を持って、
小さなことに忠実にあるべきです。

私たちはいつも、主が宣教のために開かれ
た扉を見つけて、そこで分かち合っていき
たいのです。たとえそれが小さなハウスチャ
ーチであっても、何千人も集まる大きな教
会であっても、違いはありません。

すべてにおいて、私たちは主の栄光を求め
ていくべきです。何かの働きを拡大するの
ではなく、私たちはこの働きを通して、神様
の御計画を宣言していくのです。エベネゼ
ルは私たちが活動するための法的および組
織的な構造を提供するための道具にすぎま
せん。

アリヤーのメッセージを他の人に伝えてい
る皆さんを励ましたいと思います。そして、
皆さんがされている働きに感謝します。それ
は永遠の報いをもたらすでしょう。

いと願っているからです。イスラエルの回復と
世界のリバイバルには多くの聖書のつながり
があります。以下の2つの箇所を見てみましょ
う。

「・・・そして、わたしの聖所が永久に彼らの中
にあるとき、諸国の民はわたしがイスラエル
を聖別する主であることを知る。」

エゼキエル書37章24-28節

「しかし【主】よあなたはとこしえに御座に着
いておられます。あなたの呼び名は代々に及
びます。あなたは立ち上がりシオンをあわれ
んでくださいます。今やいつくしみの時です。
定めの時が来ました。・・・こうして国々は【主】
の御名を地のすべての王はあなたの栄光を
恐れます。なぜなら【主】はシオンを建て直し
その栄光のうちに現れ・・・」

詩篇102章12-16節

教会にこの素晴らしいメッセージを伝えるた
めに、次のようなステップが考えられます。

まず祈りから始めることが重要です。クリス
チャンの間で置換神学が広がってしまったこ
とを悔い改め、赦しを願うことも大切です。ま

写真　
上：多くのフランス人のオリム
が住んでいるイスラエルのネ
タニヤの景色
　　　
下：アウトリーチチームがヨー
ロッパの教会で分かち合って
いるところ

用語解説

アリヤー(Aliyah)： 

ユダヤ人が約束の地、イ
スラエルに帰還すること
を意味します。

ユ ダ ヤ 機 関 (Jewish 
Agency)： 

ユダヤ 人の国際的機関。
パレス チナにユダヤ人の
本拠を 設けるというシオ
ニスト の計画の対外機
関。パレ スチナへのユダ
ヤ 移民の監督，ユダヤ系
経 済組織の確立などに
努め る。

オリム(Olim)： 

イスラエルに帰還するユ 
ダヤ人

クリタ (Klitah)

吸収を意味し、イスラエ
ルに到着したオリムたち
の生活を確立させること。
ヘブライ語の学び、就職、
住居、学校、IDFへの従事
など。
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隣人を愛する
20時間以上の旅を経て、「ウクライナのマル
セイユ」とも呼ばれるオデッサに到着しまし
た。ここはエベネゼルの物語が30年以上前に
始まった場所であり、私のこの団体での活動
もここから始まります。

ヤンヤ、ケイト、ジェラルディーヌ、そして私は
8日間にわたり、3つの主要な目的で活動しま
した。困窮するユダヤ人の方々へ食料支援物
資を届け、家庭訪問を行い、エベネゼルの活
動を彼らや地元の教会に紹介するためです。

私たちは様々な人々と出会い、多様な物語を
耳にしました。オデッサの住人、他の都市から
の難民、孤独な人々、大家族、最前線の悲劇
で夫を亡くした女性たち、そして子どもを一
人で育てる父親たち…。16歳の青年に食料
支援物資を渡したとき、彼は「これがどれほど
助かるか…」と話してくれました。私たちの存
在は単なる形式的なものではなく、心からの
気遣いが人々の心に響いていました。

ケイトが私やジェラルディーヌを人々に紹介
すると、彼らの顔が明るくなりました。遠い国
から彼らを祝福するために来たと伝えるだけ
で、彼らの心に届くものがありました。自分が
見過ごされていない、涙が無駄ではなかった
と感じてもらえたようです。

生きた、いつくしみに満ちた神が彼らの声を
聞き、不完全であっても愛と希望のメッセー
ジを届けるために彼らを遣わしているので

す。それこそが弟子としての使命ではないで
しょうか？闇が覆うこの世界が苦しみと悲嘆
しか与えない中で、私たちは希望と命の光を
運ぶ役割を担っているのです。ただユダヤ人
の兄弟姉妹を助けるだけではなく、私たちの
神との関係を隣人に日々反映させる生き方
が求められているのではないでしょうか。今
日、私は誰に祝福をもたらせるでしょうか。ど
の闇に神の光を届けるべきでしょうか。

私はスイスを発つとき、特に期待はしていま
せんでしたが、帰る頃には神と隣人に仕えた
いという思いがこれまで以上に強くなりまし
た。愛していた祖国に加えて、さらに二つの国
を心から愛するようになったのです。ジェラ
ルディーヌは母の友人でしたが、今では私の
友人でもあります。思いやりに満ちた人々を
知り、ケイトという存在を知ることができまし
た。ヤンヤは以前は見知らぬ人でしたが、今
では祖母のような存在です。

ジョーダン
ボランティア

ス イ ス

写真：
ジョーダン、ケイト、ジェラルデ

ィーヌはウクライナのユダヤ
人コミュニティに人道支援を

届けています
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隣人を愛する
　　　

子どもたちは物語が大好きで、特にそれ
がパペットによって語られるとさらに興味
を示します。私たちはパペットを使って聖
書の物語を伝え、ユダヤ民族とイスラエル
に対する神の計画について子どもたちに
教えています。

これらの物語を通じて、信仰者としての私
たちがユダヤの人々に対してどのような責
任やつながりを持っているかを、子どもた
ちがより深く理解し、感謝することができる
ようにしています。

私たちの物語は、聖書の話の登場人物たち
がイスラエルを支援することの重要性や、

南アフリカにおける子
どもたちの活動

神が彼らに約束の地へ戻ってほしいというメ
ッセージについて話し合う内容になっていま
す。また、バラムの話のように、イスラエルを
祝福し、呪わないことを教えています。

子どもたちはこのパペットショーをとても楽
しんでおり、特に「バラムのロバ」は大人気で
す。他にもアブラハムとサラ、エステル、そし
てイエスがロバに乗ってエルサレムに入る場
面の物語などもあります。私たちは学校、幼稚
園グループ、日曜学校などに訪問し、子どもた
ちが集まるどんなイベントにも参加していま
す。教師たちも子どもたちと同じくらいこの活
動を学び、楽しんでいます。

恐れと不確実性に立ち向かって
アルゼンチン出身のダニエルと息子のエミ
リアーノはアリヤーすることを決意し、恐怖
や戦争に阻まれることなく、その夢を追い
続けました。

ダニエルは警察で心理学者として暴力やト
ラウマの被害者を支援していましたが、友
人からエベネゼルについて聞きました。ア
リヤーのプロセスを通じて、ダニエルは個
人的にも励まされ、官僚的、言語的、物流的
な困難を乗り越える術を学びました。

書類が承認されると、ダニエルは「2023年
10月10日にイスラエルへ飛び立つ！」と興奮
して知らせてくれました。しかし、出発のわ
ずか3日前、イスラエルで多くの死傷者を出

した恐ろしいテロ攻撃の報道がありました。

恐れが心に根付かないよう努め、彼らは飛行
機に乗り込みました。アリヤーには信念と献身
が必要であり、不確実性に直面しながらもそ
の道を進み続ける意志が試されるのです。

イスラエルに到着したダニエルとエミリアーノ
は、オリムのためのハイファハウスで2週間を
過ごし、スタッフやボランティアから愛情と支
援を受けました。彼らはイスラエル社会への
統合を進めており、ダニエルは自身の経験を
生かして、戦争の影響からの人々の回復を支
援する活動にもすでに参加しています。アム・
イスラエル・ハイ！（イスラエルの民よ、生き続
けよ！）

アリダ・ショウルツ ＆ リゼル・
ファン・デル・メルウェ
南アフリカチーム

南アフリカ

写真：
ジョーダン、ケイト、ジェラ
ルディーヌはウクライナの
ユダヤ人コミュニティに人
道支援を届けています

ラウル・ルイエ
エベネゼル・アルゼンチン
代表

アルゼンチン

4 | Ebenezer Operation Exodus Helping His People Home | 5 



イエスは私たちの偉大な大祭司であり、
彼は私たちを神に贖い、その血によって
私たちを神のものとし、すべての部族、言
語、民族、国民（※１）の中から、王国と祭
司としてくださった方です。彼の祭司職は
変わることなく、「したがって、ご自分によ
って神に近づく人々を完全に救うことが
おできになります。いつも生きていて、彼
らのために、とりなしをしておられるから
です。」（※２）

(同時に私たちは聖なる祭司であり、「生け
る石」の「霊的な家」で、すべてが「尊い要石」

（※３）につながっています。私たちが彼と
一致すると、聖霊は私たちのうちに、また私
たちを通して彼の祭司のとりなしの働きを
ますます引き出すことができるようになり
ます。（※３）

エベネゼル出エジプト作戦は、預言的な使
命をもったとりなしの働きです。

私たちは、ユダヤ人がイスラエルに帰還する
ための祈りの道具となるよう召されました。
しかし、とりなしとは祈り以上のもので、人や
民のために代弁し、彼らの必要が満たされる
よう努めることを意味します。

イエスは私たちのために罪となられ、私たち
がこの方にあって神の義となるために（※4）
、人間性を完全に分かち合い、私たちの完全
な贖いのために代価を払ってくださったの
です。彼の死と復活を通じて完全な勝利を収
めたイエスは、今も神の右の座に着き、しか
も私たちのために、とりなしていてくださる
のです。（※5）

とりなしの働きとして、私達は以下を行います：

i.	 •	 イエスが私たちと共にあったように、ユ
ダヤの人 と々共にあることを約束します。

ii.	 •	 彼らの必要を満たすために、彼らのア
リや―を支援し、助けます。

iii.	 •	 先代の祈りに基づき、将来の世代が祈
れるような場を得ることを目指します。

祈りと実際的な支援は、私たち全員が一端を担
うことができるとりなしの一環です。

聖霊は「神に喜ばれる、聖なる生きたささげ物
（※6）…」と自らを捧げる者を通して地上でと
りなすお方です。聖霊は私たちを祈りの場へと
導き、さらに私たちに特定の使命を与えます。こ
れは個人としても、エベネゼル出エジプト作戦
という団体としても同様です。聖霊は、祈りの中
で「アリヤーの道」を備える使命、そしてユダヤ
人がイスラエルに戻る際に愛と慰め、助けを提
供する使命を与えてくださいました。祈りと実際
的な支援は、私たちがユダヤの人々と共にある
決意の表れです。

敬虔なユダヤ人がペルシャに住んでいました。
冬のある日、彼の兄弟が到着し、心を痛める知
らせを伝えました。エルサレムの困難と恥辱に
ついて聞いたネヘミヤは、深い悲しみに心を痛
め、数日間泣き、断食し、祈りました。ネヘミヤは
ペルシャに住んでいましたが、彼の心はエルサ
レムにありました。それはハマンがユダヤ人を
根絶しようと企んでから約30年が経過した頃
で、その記憶はまだ新しいものでした。まさに
彼の神が若いユダヤの少女を女王にするとい

イスラエルの幸福

フィオナ・ストゥッケン
アジア太平洋祈りコー

ディネーター

祈 り



う奇跡を起こしたおかげで、ネヘミヤが仕え
ていた宮殿でこの災害が回避されたのです。

ネヘミヤは神を知り、聖書も知っていました。
彼はユダヤとエルサレムの人々と一体化して
いたため、聖霊が彼の心に負わせた重荷は
ただ一つの道に至りました。ネヘミヤは主の
前にへりくだり、とりなしを始めたのです。彼
は主がモーセに語り、回復の方法を示したこ
とを知っていたため、ネヘミヤは自身と人々
の罪を告白し、主に約束を思い起こさせ始め
ました（※7）。

次の4か月間、ネヘミヤは祈り、主を求めまし
た。そうするうちに、聖霊が彼の心に使命を与
えられました。それはエルサレムに戻り、城壁
を再建するというものでした。この使命は、彼
が自分の民に対して持っていた強い思いから
生まれ、祈りの中で宿り、祈りを通して支えら
れ、ネヘミヤの生涯全体を貫きました。

この使命には敵対もありましたが、始まりか
ら終わりまで信仰の旅でした。

主はネヘミヤに恵みを与え、王は彼の願いを
許し、必要な物資を提供し、さらに武装した護
衛もつけました。しかし、彼がエルサレムに到
着したという知らせが広まると、一部の人々は

「これを聞いて非常に不機嫌になった。イス
ラエル人の益を求める者がやって来たから
である。」（※8）。

当時も今も同様です。ユダヤ人を助けたいと
願う者に対する霊的な敵対は、嘲笑、軽蔑、怒
り、虚偽や誤った非難の形で現れます。

ネヘミヤはいつも主に助けを求め、忍耐強
い祈りを通じてその使命を果たすことができ
ました。ネヘミヤが預言者サムエルの言葉
を思い出し、「ここまで主が私たちを助けてく
ださった」と言った日があったかもしれません

（※9）。

ネヘミヤは一人の人でしたが、彼は一人で行
動したのではありません。主は共に祈り、見守
り、共に働くために他の人々を彼のそばに置
いてくださいました。私たちは、主の聖なる「
祭司」として心を合わせ、イスラエルの回復と
運命に関する御言葉の多くの約束を主に思
い起こさせるために、エベネゼルに与えられ
た使命に貢献することができます。主はそれ
を行い、私たちはその働きに参加することで
祝福されています。

※1.	 ヘブル書 ８章１節、黙示録　５章９節

※2.	 ヘブル ７章２５節

※3.	 1 ペテロ ２章４－６節

※4.	 2 コリント ５章２１節

※5.	 ローマ ８章３４節

※6.	 ローマ １２章１節

※7.	 ネヘミヤ　１章５－９節、　　　　　　　
　レビ記２６章４０－４５節、申命記 ３０章２－５節

※8.	 ネヘミヤ ２章１０節

※9.	 1 サムエル ７章１２節



エバとピョートルは5人の子供を連れて2年
前にイスラエルへアリヤーしました。イスラ
エルで生まれましたが、幼いころに家族と共
にロシアへ戻りました。彼女は常にイスラエ
ル国籍を保持していたので、彼らのイスラエ
ルへの帰還は比較的簡単だと思われました。

しかし、ピョートルには長年経ってもまだ永住権
がありません。それでも彼には働く権利があり、低
賃金の仕事を懸命にこなして家族を支えようとし

ています。

彼らの家計が特に厳しいとき、ごくたまにエバは
アンナに助けを求めることがあります。アンナはエ
ベネゼル団体パートナーとして、エルサレム事務
所のシュロミットと頻繁に連絡を取り合っていま
す。シュロミットもこの家族のことを知っています
が、彼らと会う機会は非常に少ないです。

最近、シュロミットが道でエバと彼女の幼い子供
たちに会い、その後すぐにアンナから連絡があり、
家族が助けを必要としていることを伝えました。「
ピョートルは働ける時間すべてを使って働いてい
るのですが、それでも十分ではありません。どうし
ても払えない電気代があるのです。」

シュロミットの良き友人で、神の導きを感じて修
道院生活を選んだカティアは、サマリア（ヨルダン
川西岸）でアラブ人のカトリック信徒と共に生活
の大半を過ごしています。最近、シュロミットに電
話をかけてこう言いました。「私はアラブ人のキリ

スト教徒と多くの時間を共にしていますが、だから
といってユダヤ人のことを気にかけていないわけ
ではありません！困っているユダヤ人の新しいオリ

ムの族のために、エベネゼルに寄付を手配する手
伝いをしてもらえますか？」

その後すぐにシュロミットは再びエバと道で出会
いました。エベネゼルのチーム会議で彼女は「エ
バとピョートルを再び助けてもいいでしょうか？」
と尋ねました。チーム全員の返答は圧倒的な「は
い」でした。カティアの寄付のおかげで、私たちは
再び家族を支援することができました。

エバは非常に活発な3歳の子供と共にエベネゼ
ル事務所を訪れ、「これはなんと大きな恵みでしょ

う！ありがとうございます！」と言いました。エバは
感謝しながら去り、シュロミットは小さなコーリャ
が事務所の家具を壊すことなく済んだことに感謝

していました。

「神を愛する人たち、すなわち、神のご計画にした
がって召された人たちのためには、すべてのこと
がともに働いて益となることを、私たちは知ってい
ます。」

ローマ人への手紙8章28節

必要を覚えるとき
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